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今月のトピックス
２
Ｐ　
　
・
令
和
７
年
度
事
業
報
告
概
要
・
収
支
決
算

３
Ｐ　
　
・
日
商
検
定
（
簿
記
・
珠
算
）
実
施
報
告

４
Ｐ　
　
・
創
業
塾
開
催
の
ご
案
内

５
Ｐ　
　
・
就
活
交
流
会
開
催
の
ご
案
内

　
　
　
　
・
会
員
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
の
ご
案
内

チ
ラ
シ　
・
経
営
計
画
作
成
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

　
　
　
　
・
雇
用
調
整
助
成
金
活
用
の
ご
案
内

　
　
　
　
・
中
東・ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢・原
油
価
格
上
昇

　
等
に
関
す
る
特
別
相
談
窓
口
の
ご
案
内

　

東
京
都
心
・
羽
田
空
港
直
通

乗
入
推
進
委
員
会
で
は
、
構
想

の
実
現
に
向
け
た
啓
発
活
動
の

一
環
と
し
て
、
栃
木
駅
構
内
の

連
絡
通
路
２
ヵ
所
へ
の
ポ
ス

タ
ー
を
掲
示
し
た
。

　

現
在
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、

羽
田
空
港
へ
の
利
便
性
向
上
を

目
的
に
、
羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス

線
（
仮
称
）
の
開
業
を
目
指
し

て
事
業
を
進
め
て
い
る
。

　

本
取
り
組
み
で
、
東
武
日
光

線
に
よ
る
羽
田
空
港
の
直
通
運

転
が
実
現
す
れ
ば
、
沿
線
地
域

の
住
民
や
観
光
客
、
ビ
ジ
ネ
ス

利
用
者
の
利
便
性
が
大
幅
に
向

上
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や

国
際
競
争
力
の
強
化
に
も
大
き

く
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

　

当
委
員
会
で
は
、
こ
の
ほ
か

に
も
、
栃
木
駅
北
口
ロ
ー
タ

リ
ー
へ
の
横
断
幕
の
設
置
や
デ

ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
活
用
し

て
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
各
所
で
気
運

醸
成
の
取
り
組
み
を
展
開
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。
今
後
も
、

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
東
京
都
心
、
羽
田
空
港
へ

の
直
通
運
転
の
実
現
に
向
け
、

積
極
的
に
活
動
を
推
進
し
て
い

く
。

　

６
月
24
日
、
市
内
に
お
い
て
、
令
和
８
年

度
通
常
議
員
総
会
を
開
催
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
関
東
商
工
会
議
所
連
合

会
第
69
回
総
会
に
お
け
る
永
年
功
労
表
彰
の

伝
達
式
が
行
わ
れ
た
。
関
東
経
済
産
業
局
長

表
彰
に
は
、
前
常
議
員 

伏
木
昌
人
様
、
滝
沢

ハ
ム
㈱（
瀧
澤
太
郎
代
表
取
締
役
社
長
）様
が
、

ま
た
ベ
ス
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
表
彰
に
は
栃
木

市
商
店
会
連
合
会
（
田
島
大
会
長
）
様
が
、

そ
れ
ぞ
れ
受
賞
の
栄
に
浴
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
開
催
さ
れ
た
総
会
で
は
、
荒
金
会

頭
が
「
景
気
は
緩
や
か
な
回
復
基
調
に
あ
る

一
方
、
地
政
学
的
リ
ス
ク
や
物
価
高
、
人
手

不
足
な
ど
に
よ
り
、
依
然
と
し
て
先
行
き
不

透
明
な
状
況
が
続
い
て
い
る
。
当
会
議
所
と

し
て
は
、
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

最
大
限
に
活
用
し
、
伴
走
型
支
援
を
一
層
強

化
し
て
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。
続
い
て
荒
金
会
頭
が

議
長
と
な
り
、
議
事
に
入
っ
た
。
報
告
事
項

で
は
、
議
員
職
務
執
行
者
変
更
の
件
、
相
談

役
選
任
の
件
、
令
和
８
年
度
新
規
会
員
入
会

の
件
の
ほ
か
、
各
委
員
会
と
議
員
幹
事
団
の

活
動
状
況
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
行
わ

れ
た
。
ま
た
、
議
案
審
議
で
は
、
令
和
７
年

度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
が
詳
細
な
説
明
が

な
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原

案
の
通
り
承
認
さ
れ
た
。

（
令
和
７
年
度
事
業
の
詳
細
は
２
頁
に
掲
載
）

栃木駅北口側

東
武
日
光
線
に
よ
る
東
京
都
心・羽
田
空
港
へ
の

　
　
　
　
　
　 

直
通
運
転
に
向
け
た
広
報
活
動

令
和
８
年
度

通
常
議
員
総
会
開
催
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会費収入
8%

交付金
14%

事業収入
16%

会館
収入
3%

共済収入
36%

繰入金
10%

繰越金
13%

事業費
49%

管理費
23%

繰越金
13%

会館管理費
5%

積立金
1%

繰出金
9%

　

令
和
７
年
度
は
、
地
域
の

総
合
経
済
団
体
と
し
て
、
中

小
・
小
規
模
事
業
者
の
自
己

変
革
を
伴
走
型
で
支
援
す
る

と
と
も
に
、
行
政
や
関
係
機

関
等
と
の
連
携
を
強
化
し
な

が
ら
、
地
域
活
性
化
に
取
り

組
ん
だ
。

　

ま
た
、
省
力
化
投
資
や
Ｄ

Ｘ
推
進
支
援
、
地
域
ブ
ラ
ン

ド
の
発
信
、
観
光
振
興
な
ど

時
代
の
情
勢
に
応
じ
た
施
策

を
展
開
し
、
新
た
な
価
値
創

出
や
社
会
課
題
の
解
決
を
図

り
な
が
ら
、
地
域
経
済
の
成

長
を
目
指
し
持
続
的
発
展
に

努
め
た
。

○
第
35
期
通
常
議
員
選
挙
を

　
実
施

　

第
34
期
の
任
期
満
了
に
伴

い
議
員
改
選
を
実
施
し
、
11

月
４
日
、
第
35
期
新
議
員
に

よ
る
臨
時
議
員
総
会
を
開
催
。

新
執
行
体
制
で
の
地
域
経
済

の
飛
躍
を
目
指
す
期
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
任
期
は
、
令

和
７
年
11
月
１
日
か
ら
令
和

10
年
10
月
31
日
ま
で
の
３
年

間
と
な
る
。

○
会
員
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

　

10
月
９
日
、
栃
木
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
会

員
相
互
の
親
睦
と
健
康
増
進

を
目
的
に
、
会
員
ゴ
ル
フ
大

会
を
開
催
し
、
１
２
２
名
が

参
加
し
た
。
競
技
終
了
後
の

表
彰
式
で
は
、
会
頭
杯
を
は

じ
め
各
賞
が
授
与
さ
れ
参
加

者
同
士
が
交
流
を
深
め
た
。

○
地
域
経
済
発
展
の
た
め
の

　
産
業
振
興
施
策
推
進
を
要
望

　

８
月
２
日
、
栃
木
市
商
工

経
済
団
体
連
絡
協
議
会
（
当

所
並
び
に
市
内
５
商
工
会
で

構
成
）
の
正
副
会
長
が
栃
木

市
役
所
を
訪
問
し
、
地
域
経

済
発
展
の
た
め
の
産
業
振
興

施
策
推
進
に
関
す
る
要
望
書

を
栃
木
市
長
に
提
出
し
た
。

○
第
62
回
栃
木
県
商
工
会
議

　
所
議
員
大
会
を
主
管

　

９
月
12
日
、
第
62
回
栃
木

県
商
工
会
議
所
議
員
大
会
を

当
所
主
管
に
よ
り
開
催
し
た
。

大
会
に
は
、
県
内
役
員
議
員

約
３
０
０
名
が
出
席
し
、
経

営
課
題
の
解
決
や
地
域
振
興

に
関
す
る
45
項
目
が
採
択
さ

れ
た
。

○
東
京
都
心
・
羽
田
空
港
直

　
通
乗
入
実
現
を
要
望

　

３
月
30
日
、
東
武
日
光
線

沿
線
の
自
治
体
及
び
商
工
団

体
で
組
織
す
る
東
京
都
心
・

羽
田
空
港
直
通
電
車
推
進
期

成
同
盟
会
が
、
東
武
鉄
道
・

国
土
交
通
省
及
び
地
元
国
会

議
員
を
訪
問
し
、
直
通
乗
入

の
実
現
に
向
け
て
要
望
活
動

を
実
施
し
た
。

○
精
霊
鎮
魂
線
香
花
火

　
・
灯
ろ
う
流
し
を
開
催

　

８
月
２
日
、
精
霊
鎮
魂
線

香
花
火
・
灯
ろ
う
流
し
を
開

催
。
約
１
８
０
名
の
子
ど
も

た
ち
が
一
斉
に
線
香
花
火
を

楽
し
ん
だ
後
、
夢
や
願
い
を

記
し
た
灯
ろ
う
を
巴
波
川
に

流
し
、
夏
の
風
物
詩
と
し
て

多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

○
第
１
０
０
回
東
京
イ
ン
タ
ー

　
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ギ
フ
ト
シ
ョ
ー

　
秋
２
０
２
５
に
出
展

　

９
月
３
日
か
ら
５
日
ま
で

の
３
日
間
、
会
員
事
業
所
の

働
き
方
改
革
実
現
の
た
め
、

東
京
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ギ
フ
ト
シ
ョ
ー
秋
２
０
２
５

に
出
展
し
た
。
今
回
は
５
事

業
所
が
出
展
し
、
自
社
製
品

の
魅
力
を
直
接
バ
イ
ヤ
ー
に

Ｐ
Ｒ
し
た
。

○
第
46
回
栃
木
市
の
産
業
と

　
物
産
展
を
開
催

　

10
月
18
日
・
19
日
の
２
日

間
、
第
46
回
栃
木
市
の
産
業

と
物
産
展
を
開
催
。
会
員
事

業
所
の
ほ
か
、
友
好
親
善
都

市
で
あ
る
北
海
道
滝
川
市
の

ブ
ー
ス
を
含
む
25
社
が
出
展

し
、
自
社
商
品
や
特
産
品
の

Ｐ
Ｒ
と
即
売
を
行
い
、
会
場

内
は
観
光
客
で
終
日
賑
わ
い
、

地
域
産
業
の
魅
力
発
信
の
場

と
な
っ
た
。

○
人
材
育
成
並
び
に
経
営
力

　
向
上
の
た
め
の
各
種
セ
ミ

　
ナ
ー
を
開
催

　

４
月
16
日
、
新
入
社
員
や

若
手
社
員
を
対
象
に
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
た
。
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
基

本
的
マ
ナ
ー
を
学
び
、
自
ら

考
え
行
動
で
き
る『
自
律
型
』 

社
員
を
育
成
す
る
た
め
、

様
々
な
場
面
に
適
し
た
応
対

の
実
技
を
学
ん
だ
。

　

ま
た
、
９
月
２
日
か
ら
全

６
回
の
日
程
で
、「
２
０
２

５
年
度
創
業
塾
」
を
開
催
し

た
。
本
事
業
は
、
創
業
の
基

本
を
学
び
、
計
画
に
基
づ
い

た
経
営
の
重
要
性
を
理
解
し
、

事
業
を
円
滑
に
遂
行
す
る
能

力
を
身
に
着
け
る
目
的
で
開

催
し
、
市
内
で
起
業
や
第
二

創
業
を
目
指
す
27
名
が
参
加

し
た
。

令
和
７
年
度
収
支
決
算

総
額
４
億
４
５
０
６
万
円

令
和
７
年
度
事
業
報
告「
総
括
的
概
要
」

Ⅰ
．商
工
会
議
所
の

組
織
・
機
能
強
化

Ⅱ
．政
策
提
言
等

　
　

要
望
の
推
進

Ⅲ
．地
域
力
の

　
　

強
化
と
推
進

Ⅳ
．産
業
振
興
事
業
の

　
　
　
　
　

推
進

Ⅴ
．会
員
事
業
所
の

経
営
力
向
上
の
支
援

収入の部 支出の部
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６
月
16
日
、
当
所
に
お
い

て
常
議
員
会
を
開
催
し
、
役

員
18
名
が
出
席
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
議
員
職
務
執

行
者
変
更
の
件
に
つ
い
て
報

告
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
各
委

員
会
・
議
員
団
幹
事
会
の
活

動
状
況
に
つ
い
て
説
明
が
さ

れ
た
。

　

続
い
て
議
案
審
議
に
入

り
、
令
和
８
年
度
新
規
会
員

入
会
承
認
の
件
、
令
和
７
年

度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
の

件
、
相
談
役
選
任
の
件
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

原
案
の
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

な
お
、
本
審
議
案
件
は
、

６
月
24
日
に
開
催
さ
れ
る
通

常
議
員
総
会
に
て
上
程
さ
れ

た
。

　

当
所
は
、お
盆
期
間
と
な
る
８
月
13
日（
木
）〜
14
日（
金
）

の
２
日
間
、
会
館
を
閉
館
い
た
し
ま
す
。
皆
様
に
は
ご
不
便

を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

社
内
の
会
議
ス
ペ
ー
ス
不
足
や
、
セ
ミ
ナ
ー
・
研
修
会
・

採
用
面
接
な
ど
の
会
場
選
び
に
お
悩
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

　

当
所
の
貸
ホ
ー
ル
・
貸
会
議
室
は
、
会
員
皆
様
に
ご
利
用

い
た
だ
く
施
設
と
し
て
、
様
々
な
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
で
ご
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
土
日
祝
日
を
含
め
、
24
時
間
い

つ
で
も
ど
こ
か
ら
で
も
空
き
状
況
の
確
認
や
予
約
申
込
ま
で

行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
予
約
の
際
に
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
「
カ
シ
カ
イ
」
よ
り
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●InnoBaseLab

㈱

　
（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
）

　

代
表
取
締
役　

英　

寿

　

川
原
田
町
８
３
７
‐
３

　

℡
080
‐
６
９
９
７
‐
３
３
４
９

●
藤
田
工
業

　
（
建
設
業
）

　

代
表　

藤
田　

泰
久

　

旭
町
８
‐
１
３

　

℡
22
‐
５
８
０
４

●PA
TISSERIE PRINTEM

PS

　
（
洋
菓
子
店
）

　

代
表　

兼
子　

大
助

　

川
原
田
町
１
３
４
８

　

℡
070
‐
９
１
４
３
‐
６
９
６
７

●
薪
火
と
旬
菜　

道

　
（
飲
食
業
）

　

代
表　

玉
田　

勝
彦

　

境
町
９
‐
１
２

　

℡
090
‐
２
１
６
２
‐
９
５
６
９

●
㈱
ア
ク
テ
ィ
ブ
ブ
リ
ッ
ジ

　
（
魚
、
野
菜
輸
出
）

　

代
表
取
締
役　

青
木
裕
康

　

沼
和
田
町
２
５
‐
２
４

　

℡
080
‐
２
０
１
０
‐
８
１
８
４

●W
ell-being Salon T

akibi

　
（
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
支
援
業
）

　

代
表　

鈴
木　

健
一

　

片
柳
町
１
‐
２
２
‐
７

　

K
U
R
A
D
O
片
柳

　

℡
050
‐
７
１
１
７
‐
３
４
８
５

新
入
会
員
の
ご
紹
介

ご
入
会
あ
り
が
と
う

       

ご
ざ
い
ま
す

【
敬
称
略
】

会
館
閉
館
の
お
知
ら
せ

302・401会議室

大ホール

　

三
号
議
員
の
栃
木
信
用
金
庫
の

職
務
執
行
者
が
、
伏
木
昌
人
氏
か

ら
橋
本
正
義
氏
に
、
６
月
２
日
付

で
変
更
と
な
っ
た
。

議
員
職
務
執
行
者
変
更
の
お
知
ら
せ

橋
本
　
正
義 

氏

は
し
も
と

ま
さ
よ
し

【
問
い
合
わ
せ
先
】
会
員
振
興
係　

℡
23
-３
１
３
１

【
問
い
合
わ
せ
先
】
総
務
係　

℡
23
-３
１
３
１

第２３7回 珠算検定試験
試験日　2026年6月28日(日)

１級
２級
３級
４級
５級
６級
合計

2
2
5
1
3
2
15

0
1
4
1
1
2
9

0%
50.0%
80.0%
100.0%
33.3%
100.0%
60.0%

受験者数 合格者数 合格率

第173回 簿記検定試験
試験日　2026年6月14日(日)

２級
３級
合計

15
8
23

2
5
7

13.3%
62.5%
30.4%

受験者数 合格者数 合格率

日
商
検
定
実
施
報
告

貸
ホ
ー
ル
・
貸
会
議
室
の
ご
案
内

常
議
員
会
を
開
催
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詳
し
く
は
厚
生
労
働
省

ペ
ー
ジ
よ
り
ご
確
認
く

だ
さ
い

　

当
所
で
は
、
市
内
で
の
創
業
を
目
指
し
て
い
る

方
、
創
業
後
間
も
な
い
方
（
概
ね
３
年
以
内
）
を

対
象
に
次
の
日
程
で
「
創
業
塾
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

本
講
座
で
は
、
創
業
に
向
け
た
心
構
え
か
ら
、

実
現
性
の
高
い
事
業
計
画
の
策
定
、
効
果
的
な
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
手
法
ま
で
、
事
業
を
成
功
に
導

く
た
め
に
必
要
な
知
識
を
体
系
的
に
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■
日
時
（
全
６
回
）

　

９
月
３
日
（
木
）、
７
日
（
月
）、
10
日
（
木
）、

14
日
（
月
）、
17
日
（
木
）、
24
日
（
木
）
い
ず
れ

も
18
時
〜
21
時

■
場
所

　

栃
木
商
工
会
議
所
会
議
室

■
申
込
方
法

　

創
業
塾
Ｈ
Ｐ
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

人
材
確
保
や
定
着
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
賃
上
げ
。
し
か
し
、

そ
の
原
資
の
確
保
や
収
益
力
向
上
に
課
題
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

本
事
業
で
は
、
専
門
家
が
経
営
状
況
を
分
析
し
、
収
益
力
向
上

や
生
産
性
向
上
、
価
格
転
嫁
な
ど
、
賃
上
げ
を
実
現
す
る
た
め
の

課
題
解
決
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
事
業
所
の
現
状
を
確

認
す
る
経
営
の
健
康
診
断
を
受
け
る
感
覚
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

賃
上
げ
を
、「
負
担
で
は
な
く
、
企
業
の
成
長
と
発
展
に
つ
な
げ

る
た
め
」
当
所
が
伴
走
支
援
い
た
し
ま
す
。

■
相
談
形
式

①
定
例
相
談
会
（
毎
月
第
２
水
曜
日
予
定
）

※
個
別
相
談
は
随
時
受
付

②
専
門
家
派
遣
（
都
度
）

※
ご
相
談
の
際
に
は
、
事
前
に
ご
予
約
下
さ
い
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
本
年
７
月

31
日
現
在
で
、
常
用
労
働
者
を
１

〜
４
人
雇
用
し
て
い
る
事
業
所
を

対
象
に
、
毎
月
勤
労
統
計
調
査
特

別
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
１
〜
４
人
の
常

用
労
働
者
を
雇
用
す
る
小
規
模
事

業
所
に
お
け
る
雇
用
、
給
与
及
び

労
働
時
間
の
実
態
に
つ
い
て
全
国

及
び
都
道
府
県
別
に
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
お

り
、
調
査
結
果
は
、
小
規
模
事
業

所
の
実
態
を
示
す
資
料
と
し
て
国

民
経
済
計
算
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ 

統
計
）

の
作
成
等
に
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

調
査
対
象
と
な
る
事
業
所
に

は
、
７
月
か
ら
９
月
の
実
施
期
間

中
に
都
道
府
県
の
統
計
調
査
員
が

訪
問
調
査
を
い
た
し
ま
す
。

　

調
査
票
に
書
か
れ
た
内
容
は
、

「
統
計
法
」
に
よ
り
厳
し
く
守
秘

義
務
が
課
せ
ら
れ
、
ま
た
、
統
計

以
外
の
目
的
に
用
い
る
こ
と
も
固

く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
調
査
の

重
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
回
答

に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

■
金
融
相
談
会

　

日　

時　

７
月
23
日
㈭

　
　
　
　
　

10
時
〜
12
時

　

場　

所　

相
談
室

　

相
談
員　
日
本
政
策
金
融
公
庫

　
　
　
　
　

佐
野
支
店

　
　
　
　
　

国
民
生
活
事
業

■
事
業
承
継
相
談
会

　

日　

時　

７
月
28
日
㈫

　
　
　
　
　

10
時
〜
15
時

　

場　

所　

相
談
室

　

相
談
員　

栃
木
県
事
業
承
継

　
　
　
　
　
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

■
経
営
よ
ろ
ず
相
談
会

　

日　

時　

８
月
４
日
㈫

　
　
　
　
　

９
時
〜
17
時

　

場　

所　

相
談
室

　

相
談
員　

栃
木
県

　
　
　
　
　

よ
ろ
ず
支
援
拠
点

　
　
　
　
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

■
知
的
財
産
権
相
談
会

　

日　

時　

９
月
11
日
㈮

　
　
　
　
　

13
時
〜
16
時

　

場　

所　

相
談
室

　

相
談
員　
（
公
財
）
栃
木
県

　
　
　
　
　
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

【創業塾HP】

昨年度の開催風景

令
和
８
年
度
毎
月
勤
労
統
計

調
査
特
別
調
査
を
実
施
し
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
先
】
中
小
企
業
相
談
所　

℡
23
-３
１
３
２

企
業
サ
ポ
ー
ト
情
報

賃
上
げ
環
境
整
備
支
援
事
業

【
問
い
合
わ
せ
先
】
中
小
企
業
相
談
所　

℡
23
-３
１
３
２

創
業
塾
受
講
生
募
集
！
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当
所
で
は
、
市
内
企
業
へ
の
就
職
促
進
と
地
元
定
着
を
目
的
に
、

「
若
手
社
員
と
就
職
希
望
者
に
よ
る
就
活
交
流
会
in
蔵
の
街
」
を
開

催
し
ま
す
。
本
交
流
会
は
、
市
内
企
業
で
活
躍
す
る
若
手
社
員
と

就
職
希
望
者
が
気
軽
に
交
流
で
き
る
場
と
し
て
開
催
す
る
も
の
で
、

企
業
の
魅
力
や
仕
事
の
や
り
が
い
を
直
接
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
現
在
、
参
加
企
業
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
以
下
Ｑ
Ｒ

よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

８
月
27
日
（
木
）
14
時
〜
17
時

■
会
場　

栃
木
商
工
会
議
所

■
費
用　

１
万
円
／
社

■
募
集　

20
社
（
※
先
着
順
）

■
対
象　

会
員
限
定

　

当
所
で
は
、
蔵
の
街
を
流
れ
る
巴
波
川
を
舞
台
に
、
ご

先
祖
へ
の
感
謝
と
供
養
の
気
持
ち
を
込
め
た
「
鎮
魂
線
香

花
火
」
と
、
平
和
へ
の
祈
り
を
込
め
た
「
灯
ろ
う
流
し
」

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時　

８
月
８
日
（
土
）
17
時
〜
20
時
30
分

　
　
　
　

※
荒
天
の
場
合
は
９
日
（
日
）
に
順
延

■
会
場　

巴
波
川
（
幸
来
橋
）
周
辺

■
内
容　

線
香
花
火
、
灯
ろ
う
流
し
、
ペ
ン
ラ
イ
ト
演
出

■
同
時
開
催　

十
千
木
夜
市
、
ミ
ツ
ワ
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
通
り

　

恒
例
の
「
蔵
の
街
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
」
を
、
今
夏
も
開

催
い
た
し
ま
す
。
多
く
の
市
民
の
皆
様
が
参
加
し
、
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
中
で
す
の
で
、
ご
参
加
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
日
時　

９
月
12
日
（
土
）
14
時
〜
21
時

※
今
年
度
は
９
月
開
催
と
な
り
ま
す

■
会
場　

蔵
の
街
大
通
り
、
山
車
会
館
前
ひ
ろ
ば
、
銀
座

通
り
、
巴
波
川　

他

■
内
容　

蔵
の
街
大
通
り
を
交
通
規
制
し
、
足
利
銀
行
栃

木
支
店
か
ら
万
町
交
番
ま
で
出
店
な
ど
が
立
ち

並
び
、
山
車
会
館
前
広
場
の
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ

で
ダ
ン
ス
等
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
は
じ
め
、

蔵
踊
り
、
御
神
輿
渡
御
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
で
開
催
致
し
ま
す
。

蔵
の
街
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
６

〜
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｙ
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ　

Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
！
〜

　

会
員
相
互
の
交
流
促
進
と
健
康
増
進
を
目
的
に
、
恒
例
の
会
員

ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
日
頃
の
業
務
を
離
れ
、
ゴ
ル
フ
を

通
じ
て
親
睦
を
深
め
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
い
た

だ
け
る
機
会
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
初
心

者
の
方
か
ら
経
験
者
の
方
ま
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
会
員
事
業
所
の
皆
様
お
誘
い

あ
わ
せ
の
う
え
、
多
く
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
開
催
日　

10
月
６
日
（
火
）

■
場　

所　

都
賀
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部

■
定　

員　

１
２
０
名
（
30
組
）

　

※
詳
細
は
、
６
号
折
込
チ
ラ
シ
を
ご

　

確
認
く
だ
さ
い
。

会
員
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
の
ご
案
内

未
来
人
材
と
出
会
う
チ
ャ
ン
ス
！

「
就
活
交
流
会
in
蔵
の
街
」参
加
企
業
募
集

【
問
い
合
わ
せ
先
】
総
務
係　

℡
23
-３
１
３
１

【
問
い
合
わ
せ
先
】
総
務
係　

℡
23
-３
１
３
１

【
問
い
合
わ
せ
先
】
イ
ベ
ン
ト
係　

℡
23
-３
１
３
１

【
問
い
合
わ
せ
先
】
イ
ベ
ン
ト
係　

℡
23
-３
１
３
１

夏
の
夕
暮
れ
の
ひ
と
と
き
を
ご
一
緒
に
！

鎮
魂
線
香
花
火
・
平
和
祈
願
灯
ろ
う
流
し
２
０
２
６
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青年経営者会NEWS

　６月16日、両毛線単会交流会「第２回ＴＯＳＡミット」を開催し、当会の会員38名を含む総勢101名が参加した。
　本事業は、ＪＲ両毛線沿線の栃木（ＴＯＣＨＩＧＩ）、小山（ＯＹＡＭＡ）、佐野（ＳＡＮＯ）、足利（ＡＳＨＩ
ＫＡＧＡ）の４単会メンバーが交流を深め、相互理解を図るとともに、自企業の発展へ繋げることを目的として
昨年度から開催されているもので、今年度は当会が主管を務めた。
　開会にあたり、開催地会長として、市川会長が挨拶を行ったあと、栃木県商工会議所青年部連合会の松岡会長（佐
野YEG）より挨拶があり事業がスタートした。
　今回は、４単会による混合チームを編成し、赤外線サバイバルゲームを実施した。チームで協力しながらミッショ
ンを挑戦することで、単会の垣根を超えた交流が生まれ、結束力や協力関係の構築が図られた。時間の経過とと
もに会員同士の距離が縮まり、積極的な名刺交換や様々な情報交換が行われ大いに盛り上がりをみせた。
　参加者からは、「ゲームを通して自然な会話や一体感が生まれた。新たな出会いや得られた気付きを今後のビジ
ネスに活かしたい」「県内の青年経済人が集まる機会は貴重であり、今後も継続して実施してほしい」などの声が
寄せられた。
　当会では今後も、県内外の青年部会員との交流を推進し、当会員の経営者としての資質と経営力を高めてまい
りたい。

ビジネス委員長　中島　真理

両毛線単会交流会「第２回 ＴＯＳＡミット~赤外線サバゲー攻防戦~」を主幹

＜ゲーム中の様子＞ ＜ＭＶＰ表彰＞

＜集合写真＞ ＜優勝チーム＞

＜総会の様子＞

＜次回開催地ＰＲ＞

　６月10日、埼玉県さいたま市において「関東商工会議所女性会連合会2026年度総
会埼玉大会」が開催され、関東一円から700名を超える会員が集結し、当会からも７
名が出席した。
　総会では、新年度の事業計画などが審議され原案どおり承認された。また、議事
終了後に行われた「次回開催地ＰＲ」では、次年度の主管を務める当会を中心に、
栃木県内の女性会が映像や横断幕を用い、次期大会の成功に向けた熱意を発信した。
　続いて行われた記念講演会では、介護ビジネスを展開する㈱どりーむ会長の小出
操氏が登壇し「輝く女性の笑顔が地域と未来を変える」をテーマに、自身の経験に
基づく経営の心構えを語った。特に、プラス言葉を使うコミュニケーション術や謙
虚に感謝を伝える姿勢など、参加者にとって多くの学びを得る機会となった。
　その後の懇親会では、スティールパンの美しい演奏が披露され、会場は終始和や
かな雰囲気と一体感に包まれた。

関東商工会議所女性会連合会2026年度総会＜埼玉大会＞に参加


